
江
戸
時
代
、
わ
が
国
医
薬
界
に
お
い
て
お
び
た
だ
し
い
数
の
神
農
画

像
が
製
作
さ
れ
、
賛
な
ど
も
付
さ
れ
て
世
に
流
布
し
た
こ
と
は
、
多
く

の
遺
品
が
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
中
国
の
影
響
を

蒙
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
逆
に
当
の
中
国
で
は
清
朝
以
降
、
日
本
ほ
ど

に
は
そ
う
い
っ
た
現
象
は
顕
著
に
み
ら
れ
な
い
。
以
下
、
近
世
日
本
の

医
薬
界
に
お
け
る
神
農
画
賛
流
行
の
背
景
に
つ
い
て
史
的
考
察
を
試

み
、
あ
わ
せ
て
作
例
を
紹
介
す
る
。

中
国
で
神
農
が
医
薬
祖
神
と
し
て
の
地
位
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
唐

の
司
馬
貞
に
よ
る
『
史
記
』
三
皇
本
紀
の
記
載
か
ら
と
さ
れ
る
。
平
安

時
代
ま
で
、
日
本
へ
は
神
農
の
名
を
冠
す
る
医
薬
害
が
渡
米
し
て
は
い

た
が
、
神
農
そ
の
も
の
を
祭
り
崇
拝
し
た
ら
し
い
痕
跡
は
医
薬
害
中
に

は
見
い
出
せ
な
い
。
お
そ
ら
く
平
安
時
代
ま
で
和
・
丹
な
ど
宮
廷
医
家

で
神
農
を
祭
祀
す
る
風
潮
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

日
本
の
医
家
に
神
農
の
存
在
を
意
識
せ
し
め
る
の
に
一
役
か
つ
た
の

は
、
鎌
倉
幕
府
成
立
前
後
に
新
渡
来
し
た
宋
版
『
証
類
本
草
」
の
諸
序

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
『
証
類
』
の
序
例
は
本
草
の
規
範
と
し
て
の
ち

に
単
行
の
刊
本
と
な
り
、
日
本
に
流
布
し
た
。
ま
た
『
太
平
御
覧
」
『
医

説
」
な
ど
、
神
農
の
伝
を
付
し
た
中
国
出
版
物
（
未
刊
本
）
の
渡
来
も
神

農
の
名
を
印
象
づ
け
る
に
役
立
っ
た
で
あ
ろ
う
。

近
世
日
本
の
医
薬
界
に
お
け
る
神
農
画
賛
流
行
の
背
景

小
曽
戸

洋

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
鎌
倉
中
期
、
神
農
は
日
本
の
医
界
で
も
医
薬
の
祖

と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
。
「
医
談
抄
」
（
一
二
八
四
頃
）
に
は

本
草
の
祖
と
し
て
明
記
さ
れ
、
ま
た
こ
の
頃
神
農
の
画
像
も
出
現
す
る
。

現
存
最
古
の
神
農
画
は
「
馬
医
草
紙
」
二
二
六
七
）
で
あ
ろ
う
か
（
た
だ

し
そ
の
神
農
の
扱
い
は
異
質
で
あ
る
）
・
ほ
か
に
い
く
つ
か
鎌
倉
時
代
の
神

農
画
が
現
存
す
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
日
本
中
世
に
神
農
崇
拝
の
風
習

を
根
づ
か
せ
た
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
鎌
倉
か
ら
室
町
を
通
じ
て
宋
・

明
の
文
化
を
受
容
し
た
禅
僧
（
五
山
僧
）
の
活
動
に
依
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
医
界
で
神
農
を
医
薬
祖
神
と
し
て
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
の
は
王
履
の
「
医
経
湖
洞
集
」
（
一
三
六
七
頃
成
）
で
あ

っ
た
。
巻
頭
に
「
神
農
嘗
百
草
論
」
を
置
く
。
こ
の
言
は
『
東
垣
十
害
」

（
十
五
世
紀
初
）
に
収
録
さ
れ
て
中
・
朝
・
日
に
広
く
流
布
し
た
。
さ
ら

に
神
農
Ⅱ
医
薬
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
日
本
医
家
に
植
え
付
け
た
の
は
熊
宗

立
で
あ
る
。
十
五
世
紀
半
ば
福
建
建
陽
で
出
版
事
業
を
営
み
儒
医
で
も

あ
っ
た
熊
宗
立
は
、
す
こ
ぶ
る
多
く
の
医
書
を
編
刊
し
た
弓
東
垣
十
書
』

も
含
む
）
。
こ
れ
ら
は
地
の
利
も
あ
っ
て
日
本
に
大
量
に
舶
載
さ
れ
、
室

町
か
ら
江
戸
初
の
日
本
医
学
の
決
定
的
基
盤
と
な
っ
た
。
近
世
初
期
の

日
本
医
学
は
熊
氏
所
刊
本
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
熊
宗
立
の
「
医
書
大

全
」
は
日
本
で
最
初
に
印
刷
さ
れ
た
医
書
と
し
て
も
有
名
だ
が
、
第
一

冊
「
医
学
源
流
」
の
首
に
は
神
農
の
徳
が
躯
っ
て
あ
る
。
か
つ
ま
た
宗

立
の
編
刊
し
た
「
歴
代
名
医
図
賛
』
（
一
四
七
六
序
刊
）
に
は
神
農
の
絵
と

賛
が
あ
り
、
こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
神
農
画
賛
流
行
の
端
緒
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
（
の
ち
に
道
三
や
吉
田
宗
恂
も
引
用
）
。
な
お
、
同
時
代
に

渡
明
し
た
経
験
を
も
つ
雪
舟
の
作
と
さ
れ
る
神
農
画
が
数
点
伝
存
し
、

333 (81）



そ
れ
ら
は
晩
年
の
十
六
世
紀
初
頭
作
と
い
う
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
不
詳
。

そ
れ
か
ら
数
十
年
後
、
日
本
の
禅
僧
や
医
家
の
知
識
階
級
層
で
は
、

神
農
画
賛
の
製
作
・
贈
答
が
盛
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
情
況
は

当
時
の
名
僧
月
舟
寿
桂
（
一
四
六
○
’
一
五
三
三
）
の
遺
し
た
諸
々
の
神

農
画
賛
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
。
ま
た
月
舟
は
『
史
記
」
扁
倉
伝
注
で

神
晨
を
説
く
に
「
医
経
湖
洞
集
」
と
『
医
学
源
流
」
を
引
用
し
て
い
る
。

伝
雪
舟
筆
も
含
め
当
時
の
神
農
図
案
に
は
「
歴
代
君
臣
図
像
」
（
一
四
八

七
・
一
五
二
五
刊
）
な
ど
一
連
の
中
国
明
刊
聖
人
図
録
に
拠
る
と
思
わ
れ

る
も
の
も
多
い
。

安
土
桃
山
か
ら
江
戸
初
に
か
け
て
つ
い
に
こ
の
風
習
は
日
本
の
医
薬

関
係
者
の
間
に
定
着
し
、
以
後
幕
末
に
至
る
。
曲
直
瀬
道
三
が
熊
宗
立

賛
を
引
用
し
た
神
農
画
賛
（
一
五
八
八
）
を
は
じ
め
、
玄
朔
・
玄
淵
・
玄

耆
な
ど
歴
代
道
三
の
賛
に
な
る
神
農
画
は
数
多
く
伝
存
す
る
。
加
え
て

本
口
演
で
は
、
王
鍵
南
・
沢
庵
宗
彰
・
徳
川
綱
吉
・
山
脇
玄
修
・
半
井

成
明
・
山
脇
東
洋
・
亀
田
鵬
斎
・
多
紀
元
堅
・
谷
文
晁
・
久
志
本
常
珍
・

田
能
村
直
入
な
ど
歴
代
名
士
の
画
賛
に
な
る
作
例
を
供
覧
に
付
す
。

（
平
成
六
年
二
月
例
会
）

（
追
記
）
本
発
表
の
後
、
演
者
は
さ
ら
に
資
料
を
探
求
し
考
察
を
進
め

た
結
果
、
右
で
は
言
及
し
え
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
新
知
見
を
得
た
。

そ
の
成
果
は
す
で
に
論
文
に
ま
と
め
、
来
年
初
に
刊
行
予
定
の
次
の

害
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
に
よ
ら

れ
た
い
。
斯
文
会
刊
「
神
農
五
千
年
」
所
収
拙
槁
「
神
農
と
医
薬
」

（
第
二
節
「
医
薬
文
献
に
み
る
神
農
賞
賛
の
歴
史
」
）
。

へ
必
雰
巡
彙
紹
介
宗
巡
宗
必
宗
必
需
必
需
嬰
詩
坐
祷
“

吉
岡
郁
夫
・
長
谷
部
学
著

『
ミ
ル
ン
の
日
本
人
種
論
ｌ
ア
イ
ヌ
と
コ
ロ
ポ
ク
グ
ル
ー
」

日
本
人
の
起
源
に
関
す
る
研
究
は
、
明
治
初
年
の
お
雇
い
外
国
人
教

師
等
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
中
で
も
人
体
計
測
に
よ
る
資
料
に
基
づ

い
て
近
代
人
類
学
を
創
始
し
た
ベ
ル
ッ
の
功
績
は
大
き
い
が
、
ベ
ル
ッ

以
前
の
研
究
者
と
し
て
モ
ー
ス
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
、
ジ

ョ
ン
・
ミ
ル
ン
の
名
を
忘
れ
る
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ベ
ル
ッ
が
こ
れ

ら
の
人
々
か
ら
影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
夙
に
著
者
の
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ミ
ル
ン
、
モ
ー
ス
、
シ
ー
ボ
ル
ト
等
は
考
古
学
的
・
民
俗
学
的
資
料

を
基
と
し
て
研
究
を
進
め
た
が
、
中
で
も
モ
ー
ス
に
よ
る
大
森
貝
塚
の

発
見
は
有
名
で
、
ミ
ル
ン
の
名
は
そ
の
影
に
隠
れ
て
人
々
に
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
著
者
は
ミ
ル
ン
の
足
跡
を
詳
し
く
調
査
し
て
、
そ
の

業
績
が
モ
ー
ス
に
劣
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
方
面
に

お
け
る
ミ
ル
ン
の
業
績
が
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
二
部
に
分
れ
、
第
一
部
で
は
ミ
ル
ン
と
そ
の
時
代
の

外
国
人
教
師
等
に
よ
る
研
究
業
績
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
に
著
者
の
論
評

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
第
二
部
で
は
ミ
ル
ン
の
論
文
五
編
が
翻
訳
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

第
一
部
。
明
治
九
年
、
工
学
寮
の
地
震
学
・
鉱
山
学
の
教
師
と
し
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